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特殊部品は配置場所によって入力方法が異なります。

柱の面など、側面へ配置したい場合は 

【仮設金物】-【入力】にて配置します。 

［基準指定］では、上下の高さの基準を選択します。 

［階高］…特殊部品を配置した階高を上下の基準にします。 

［勾配］…［勾配-入力］で設定した勾配を上下基準として選択します。 

［接続データ］…取付部材指定で選択した部材の天端を上下の基準にします。 

 

 

 

事前に【二次部材】-【二次部材マスター】-【特殊部品】にて配置したい特殊部品をマスター登録しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特殊部品を配置したい箇所へ補助線を引き、【特殊部品】-【入力】をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

［入力シート］で配置したい特殊部品を選択します。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

サヤ管を配置したい梁を選択、［この位置］を選択した状態で補助線をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特殊部品を活用し、配置することができます。 


